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ユ)ESWL を行 ったケイ酸結石の 1例

馴 亨 潤 部 盛男 を雷要義琵り病院)
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症例は62歳,男性,主訴は右側腹部痛.平成5年10月

右側腹部痛があり近医をこて尿路結石を疑われて村上病院

泌尿浄料を紹介される.右尿管結石,両側腎結石の診断

にて保存的に経過観察するも自然排石なく,ESWL 目

的にて平成6年 1月当院初診となる.右尿管結石に対 し

て Siemens社製 Lithostarにて 19.Ok＼･･･'.こ1,000発L')

巴SWL を施行し排石.結石は特徴的な乳白色で,ESWL

にてよく砕石されていた.赤外線分光分析の結果ケイ酸

が主成分であった.ケイ酸結石は極めて稀で本症例は本

邦23例日であった.一般にケイ酸マグネシウム剤の内服

者に多いが本症例ではその既往がなく原因は不明であっ

た,ケイ酸結石であっても ESWLは治療の第-選択で

あると考えられたが,ケイ酸マグネシウム剤の内服を行っ

ている場合は薬剤の中止と定期観察が必要であると思わ

れる.

21SPARK 800による尿路結石 の 治 噴 経 験
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日本赤外線工業社製'T)SPARKBOOL小口径型及び

大口径塾)を開いた ESWLの治療成績をこついて検討 し

た.対象は1993年3月から1994年6月までに当科で加

療した上部尿路結石患者掴1名 (男性100名,女性服名)

で.150結石 LR13例,R241例,R310例.LT168例.

U217例,U311例)iこ対し161回の ESWL を行った.

平均衝撃波数は1,735発で平均施行回数は1.07回であっ

た.治療は入院の上ほとんどの症例で硬膜外麻酔を使用

した.治療後 1ケ月以内の完全排石率は R1090,Ⅰ･く2

351

3900.R3こ1000.ul570｡.LT2590d＼ LT35500で:tJL-､

た由4mm 以下の残石までを有効例とすると有効率はそ

れぞれ R133%,R282%,R370%,U175%,u36竣

%であったB小口径塾では平均治療時間は38.1分,辛

均衝撃波数は1,835発に対し,大口径塾ではそれぞれ34.9

浄書1,5塊3発と減少傾向がありその有用性が認められた.

3)新潟大学附属病院 における体外衝撃波結石

破砕術の現況
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1993年3月4日から1994年7月5E菅までに43症例 (質

性23例,女性20例),52結石に対 して東芝社製 ESLT500

A/GP を用いて体外衝撃波結石破砕術を施行 した,対

象結石は R2結石26,R3結石3,Ul結石11,U2結

石2,しT3結石10で大きさは 4--28mm し平均1封. 1

結石に対 しての治療回数は1-5回 (平均 2回),総照

射数は1.Ilo(ト27,600発 (平均8,518).有効率は59.6

%であった.部位別の治療成績は R2,R3,Ul,U2,U3

それぞれ50,0,63.6,100,90%であり尿管結石の治

療成績をこ比べて腎結石の治療成績が劣っていた,特に腎

結石の治療成績が他の報告に比べて劣っているが,この

理由としては併用療法の早期施行,患者の病識,合併疾

患の特殊性が関与 していると考えられた.

4)ESWL 導入後の PNL の適応について
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腎結石に対する ESWL(MFL-5輔鋸 の成績と PNL

療法の成演を比較 し,ESWL導入後の PNLの適応に

ついて検討 した.1991年11月から1993年9月まで270

抑 ')ESWLおよび8症例 し完全珊瑚状結石4例,X線
陰性結石1例,PLU朕頓結石3倒)に PNL を行った.

残石が 10mm 以下で追加治療を要しないと考えられる

場合臨床的満足とした.ESWL単独療法の臨床的満足

率は完全珊瑚状結石の22% (2/9)に対 し,これ以外の

大結石 し20mm 以上)では610｡(14ノ.231であった.PNL

療法による臨床的満足率は完全轍棚状結石では50% (2/

4),これ以外の結石では100% (4/4)であった⇒

今後,我々は,完全瑚渦状踏石では最初から PNLを


